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ウィズコロナ
～ウィズコロナ時代の持続可能な社会を考える～

主催：静岡市・大学連携生涯学習事業（静岡英和学院大学/静岡県立大学/静岡大学/静岡理工科大学/東海大学/常葉大学・50音順）
問合せ先：静岡市生涯学習推進課 〒420-8602 静岡市葵区追手町5-1  TEL.054-221-1207

全6回出席された方には修了証書を授与します

時 間

会  場

定 員

6大学が「SDGｓ×ウィズコロナ」をテーマに様々な切り口から講義をお届けします。

静岡市コールセンター

TEL.054-200-4894 へお申込みください。
申 込
方 法

申込期間 会場、オンラインともに8月17日（水）から9月2日（金）まで

静岡市役所 静岡庁舎 3階 食堂スペース 「茶木魚」ちゃ      きっ      と

令和4年度 市民大学リレー講座 SOCIAL
DISTANCE

※当日は、会場の駐車場が利用できないため、公共交通機関または周辺の駐車場をご利用ください。

18時30分～20時00分（90分） ●会場参加：40人（申込順）
●オンライン参加：40人（申込順）

第 回6

第 回5

第 回4

第 回3

第 回2

本講座は「しずおか県民カレッジ」の連携講座です。

会場
参加

オンライン
参加

※申込みの際は、どちらか一つ参加方法をお選びください。オンライン配信は「Zoom」を利用します。

右記申込コードから
電子申請にてお申込みください。

1 2年中無休･午前8時～午後8時
※土日祝は午後5時まで

静岡県立大学9/16
（金）

第 回1
地域を元気にする持続可能なブランドのつくりかた

経営情報学部 岩崎 邦彦 教授
イワ  サキ     クニ  ヒコ

東海大学9/30
（金） 温泉に見るSDGsとウィズコロナ

人文学部
人文学科 斉藤 雅樹 教授

サイ　トウ 　  マサ   キ

人間社会学部
人間社会学科静岡英和学院大学10/28

（金） 持続可能な観光―ウィズコロナ時代の観光と地域振興

毛利 康秀 准教授
モウ  リ     ヤス  ヒデ

経営学部常葉大学10/14
（金） Withコロナ時代のテレワーク：働き方・生き方改革から社会改革へ

小豆川 裕子 教授
ショウ  ズ   ガワ    ユウ   コ

工学部
化学バイオ工学科静岡大学11/18

（金） SDGsとウィズコロナ：今、化学ができること

鳴海 哲夫 准教授
ナル  ミ     テツ  オ

情報学部
コンピュータシステム学科静岡理工科大学12/7

（水） 人間の五感による評価からICTを駆使してモノ作りを考える

櫻井 将人 准教授
サクラ   イ     マサ   ト

受
講
料無料
連続参加を基本とします



静岡市 生涯学習推進課  〒420‐8602 静岡市葵区追手町5-1   TEL.054-221-1207   FAX.054-221-1758

静岡英和学院大学

持続可能な観光
― ウィズコロナ時代の観光と地域振興
　観光（ツーリズム）は20世紀後半以降に大きく発展し、誰もが気軽
に観光を楽しめるようになりましたが、人気の観光地に観光客が集中
して環境に負の影響を及ぼす「オーバーツーリズム」の問題が顕在化
していました。これはコロナ禍によって一時的に落ち着きを見せてい
るものの、コロナ禍の終息とともに問題の再燃が懸念されています。
　今回の講座では、観光の歴史を概観しつつ、コロナ禍の終息後を
見据えた持続可能な地域振興・観光振興について考えていきます。

毛利 康秀 准教授
人間社会学部 人間社会学科
モウ  リ    ヤス ヒデ

常葉大学

Withコロナ時代のテレワーク：
働き方・生き方改革から社会改革へ
　Withコロナ時代を迎え、急速に普及・拡大したテレワーク。働く
場所や住む場所の選択肢が拡がることで生き方改革が進み、大都市
中心から地方へと社会改革の兆しも出はじめています。
 本講座では、テレワークの現状や課題を概観し、最新事例や地方
創生テレワーク、ワーケーション等の動きを紹介しながら、今後の
展開について、皆様とご一緒に考えたいと思います。

小豆川 裕子 教授
経営学部
ショウ  ズ   ガワ   ユウ  コ

静岡県立大学

地域を元気にする
持続可能なブランドのつくりかた
　コロナ危機は、「数を追求する観光」への警鐘かもしれません。数を
追求すればするほど、“密”につながる可能性は高まります。そもそ
も、観光における数の追求は、遅かれ早かれ限界が来ます。数の観光
は持続的ではありません。コロナ後の観光は、発想を変える必要があ
ります。大切なのは、数の減少を“数で補う”のでなく、数の減少を“質
の向上に変える”ことです。本講演では、地域ブランドをキーワード
に、地域を元気にする「質の観光」の方向性を検討していきます。

岩崎 邦彦 教授
経営情報学部 
イワ  サキ    クニ  ヒコ

東海大学

温泉に見るSDGsとウィズコロナ
　SDGsの話題として、万人が快適・安全に温泉を利用できる仕組み
である「湯あみ着」やウェアラブルデバイスを活用した「温泉ソフト
エビデンス研究」についてご紹介します。また、ウィズコロナの話題
として環境省の新・湯治プロジェクト効果測定調査の結果をもとに、
健康の観点から「コロナ禍で温泉地がどう変化したか」を紹介すると
ともに、「人々が温泉に何を求めているか」という温泉の本質に迫
ります。

斉藤 雅樹 教授
人文学部 人文学科
サイ　トウ　  マサ  キ

静岡理工科大学

人間の五感による評価から
ICTを駆使してモノ作りを考える
　Withコロナの現在において、非接触や遠隔での活動を可能にした
ICT技術はますます進歩し、SDGsの達成に貢献しています。一方、
使う人間の眼や耳など五感から取得した情報を、人間がどのように
処理し、表現しているかは非常に興味深く、その感覚特性を活かし
たモノ作りは重要です。今回、視覚を中心とした知覚・認知・感性的
な評価特性を紹介し、それらを活かし、ICT技術を駆使したモノ作り
について考えてみましょう。

櫻井 将人 准教授
情報学部 コンピュータシステム学科
サクラ  イ    マサ  ト

静岡大学

SDGsとウィズコロナ：
今、化学ができること
　日本の基幹産業の一端を担う有機合成化学は、医薬品、農薬、機能
性材料など、わたしたちの生活を豊かにしてくれる有用物資の作り方
を研究する学問分野です。「SDGs（持続可能な開発目標）」を達成
するには、モノづくりの基盤技術を支える有機合成化学が重要な鍵を
握ると言えます。本講座では、社会で活躍する製品を化学的に概観
するとともに、新型コロナウイルス感染症の医薬品についても紹介
します。

鳴海 哲夫 准教授
工学部 化学バイオ工学科
ナル  ミ    テツ  オ
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